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●	本市独自のまちづくりにおける骨格的な課題として5

つを設定し、主として『第Ⅱ章 まちづくり全体構想』や

『第Ⅲ章 ひらつかの顔づくり』に反映します。

●	分野に区分した課題については、まちづくりに関わる

分野を7つ設定し、主として『第Ⅳ章 分野別の方針』

に反映します。

第Ⅰ章
まちづくりの課題

　本市の現状や、広域的または長期的な視点、市民の意向

などを踏まえ、まちづくりの骨格的な課題とまちづくりに関

わる分野別の課題を示します。

各課題の見出し

（１）人口構造の変化
 ～少子高齢化社会・人口減少時代への対応～

●初めて迎える人口減少時代を見据えたまちづくりが
必要です

●年少人口や生産年齢人口の減少と老年人口の増加
への対応が必要です

●世帯の小規模化による人口減少地区や空き地、空き
屋の発生への対応が必要です

●広域交通結節点の形成によって高まる平塚市のポテ
ンシャルをいかすことが望まれます

●都会性と自然性をあわせもつ都市の魅力をアピール
することが望まれます

●過度の自動車利用の抑制と共に、公共交通や徒歩、
自転車を重視する必要があります

●市民意向を反映したまちづくりを基本とします

●これまで以上に防災と防犯への対応が求められます

●新しい社会ニーズの芽生えがあり、この機会を捉え
ることのできるまちづくりが望まれます

●厳しくなる財政のなかでは、特に必要なモノを選ん
で集中的に実施する必要があります

（２）広域的な立地条件の高まり
 ～「さがみ縦貫道路」「新港」「新幹線新駅」の活用～

（３）地球温暖化※防止
 ～過度の自動車利用への対応～

（４）市民意向の反映
 ～市民ニーズや地域社会の多様化への対応～

（５）厳しくなる財政
 ～「選択と集中」という考え方の取り込み～

Ⅰ．1　まちづくりの骨格的な課題

それぞれの分野に関する主な課題
（内容は14ページに記載）

（1）土地利用

（2）道路と交通

（3）住まい環境

（4）産業環境

（5）景観とみどり・水辺

（6）環境と自然

（7）安心安全

Ⅰ．2　まちづくりの分野別の課題
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●初めて迎える人口減少時代を見据えたまちづくり
が必要です。

・	本市の人口は、今後、計画的な市街地の形成などによ

り一時的には増加しますが、一定の時期から減少に転

じます。そして目標年次である平成39年度（2027

年度）の人口は、現在と同じ約26万人と予想されます。

本市が初めて迎える人口減少時代を見据えたまちづく

りが必要です。

●年少人口や生産年齢人口の減少と老年人口の増
加への対応が必要です。

・	今後は少子高齢化による人口構造のひずみによって、

地域コミュニティ※の維持困難、生産年齢人口減少に

よる産業の担い手不足、後継ぎ不在による空き地や空

き屋の発生、人の目の不足による街なか犯罪の増加な

どが懸念され、対応が必要です。

●世帯の小規模化による人口減少地区や空き地、空
き屋の発生への対応が必要です。

・	今後、1人世帯や2人世帯など小規模世帯が増加し、3

人以上の世帯は減少することが予想されます。小規模

世帯の増加による共同住宅の立地需要が高まる一方

で、局地的に人口が減少する地区の発生や、空き地や

空き屋の発生などへの対応が必要です。

Ⅰ.1  まちづくりの骨格的な課題	

人口構造の変化による課題

年次

人
口
・
世
帯
数

20年平成10年

注：上図の総人口などの将来予測は、総合計画の将来推計人口をもとに推計したものです。

30年 40年

○将来の人口減少を踏まえ、当面の人口増への対応

○産業の担い手不足への対応
○里山や田園の荒廃への対応
○高齢者や女性など多様な働き手の必要性

○１人世帯や２人世帯の増加による共同住宅需要の増
加への対応、空き地や空き屋の発生への対応

○自動車保有台数増加への対応

○福祉・医療サービス増加への対応
○移動困難者増加に伴う交通バリアフリー
○地域生活圏※の形成
○公共公益施設の利用ニーズの変化による利用しやす
い施設への改善
○高齢者による新たなビジネス発生への対応
○高齢者によるコミュニティ※維持と活性化への期待

○教育施設、年少者用施設の余剰発生
○関係施設の減少に代わる子どもの居場所の適切な確保
○地域で子どもを支えるシステムの構築

総人口
総人口

生産年齢人口

老齢人口

老齢人口

年少人口
年少人口

世帯数
世帯数

生産年齢人口
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
時

※当面は増加
　途中から人口減少

※人口減少

※人口減少

※増加傾向

※急増後高めで推移

（1）	人口構造の変化〜少子高齢化社会・人口減少時代への対応〜
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第Ⅰ章　まちづくりの課題

●広域交通結節点の形成によって高まる平塚市のポテンシャルをいかすことが望まれます。

・	さがみ縦貫道路の開通は、新しい

産業の立地性を高め、既存産業に

おいては東京都西部地域や埼玉県

方面への需要開拓につながります。

また、首都圏の内陸部の人々にとっ

ては、平塚への移動時間が大きく短

縮され、身近な場所となることから、

ひらつかの海をアピールするチャン

スとなります。

・	新港整備により漁船以外の様々な

船舶の利用が可能となり、海路開設

の可能性が高まります。様々な人を

海に誘えるポテンシャルをいかして

いくことが望まれます。

・	東海道新幹線新駅の誘致により、

全国との交流連携を図る神奈川県

土の南のゲートの形成が、本市の北

部周辺で進められることから、本市

の北の玄関口として、これをいかす

ことが望まれます。

（2）	広域的な立地条件の高まり〜「さがみ縦貫道路」「新港」「新幹線新駅」の活用〜
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さがみ縦貫道路は平成22年度に一部開通予定（図中の
さがみ縦貫道路及び圏央道の実線は、平成24年度まで
の開通予定区間を示します
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横浜市

木更津市

成田市

横浜港

さ
が
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貫
道
路

東京圏の人に
とっての魅力

首都圏内陸部の人にとっての魅力

自然性

都会性
大自然

海（相模湾/太平洋）

中自然
平塚市

●都会性と自然性をあわせもつ都市の魅力をアピールすることが望まれます。

・	本市は、首都圏にあって都会性を保持した

まま、豊かな自然につつまれることのできる

都市であり、東京圏に極めて近い位置にある

「都会性と自然性のある都市」といえます。

・	海や川、丘陵など豊富な自然環境と田園の

もつ多面的機能※を享受できる環境のなかで

都会的な暮らしを営むことができます。平塚

駅の南側では、海を求めて居住する人もいる

など、こうした特色を市外に向けてアピール

することが望まれます。

都会性と自然性をあわせもつ平塚市の魅力

さがみ縦貫道路（圏央道）
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●過度の自動車利用の抑制と共に、公共交通や徒歩、
自転車を重視する必要があります。

・	日本は京都議定書※にしたがい、地球温暖化効果ガス※

の総排出量を削減することとなっていますが、平成2年

から16年にかけて、逆に約8％増加しています。本市

の場合は約9％増加していますが、このうちまちづくり

に関係の深い運輸部門（乗用車、トラック、鉄道）の排

出量は約15％増加しており、その対応が求められます。

・	自動車中心の社会では、商業や住宅などの郊外への

拡散を招き、中心市街地や近隣商業地のにぎわいが失

われつつあります。地球環境への配慮の面からも、自

動車利用の抑制と共に公共交通や徒歩、自転車を重

視する必要があります。

●市民意向を反映したまちづくりを基本とします。

・	市民アンケート調査※などから、次のようなまちづくり

を求める市民の声が多くなっています。

○安心して子育てができ、生涯充実して暮ら

せるまちづくりを望む。

○歩いて買い物ができ、犯罪がなく、生活道

路や医療施設が充実し、自然やみどり豊か

な環境づくりが重要である。

○平塚の価値を高めるためには、安心して暮

らせる環境と共に、駅周辺の中心市街地の

にぎわいや魅力づくりと、商業施設の充実

が重要である。

○農業活性化、ツインシティ整備、産業用地

拡大、西部丘陵地での拠点整備など、産業

面の充実を求める。 

○公共公益施設は、今あるものを工夫して利

用し、高齢化にあわせた施設整備など、本

当に必要な施設を選択して整備していくこ

とが望ましい。

（3）	地球温暖化防止〜過度の自動車利用への対応〜

　　 900 425  323  462 37平成16年度

968平成２年度 301 253 403 43

0 500

出典： 平塚市環境基本計画（平成19年3月／平塚市）

1000 1500 2000（千トン）

合計：1,968千トン

合計：2,147千トン

産業 民生 運輸家庭 廃棄物

本市における地球温暖化効果ガスの排出量の推移

（4）	市民意向の反映〜市民ニーズや地域社会の多様化への対応〜
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2424
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3333

 

住まいの環境がよく安心して暮らせる

平塚駅周辺の商店街がにぎわっている

まちが美しく、自然がいかされている

高齢者や障がい者が生き生きと暮らしている

農業､漁業､地場産業などを大事にしている

工場が活発で、働く場が多い

企業の数が増え、新しい会社が多い

観光が盛んで来街者が多い

市民活動や地域活動が盛んである

海辺がにぎわっている

28

17

7

43今ある施設の利用の仕方を工夫して
数はあまり増やさないほうが良い

高齢化などにあわせて、必要な施設を
建設・整備していくのが良い

基本的な施設を地域ごとに
建設・整備していくのが良い

改修や建替えにお金がかかるので
増やさないほうが良い

0 20 40

0 20 40

60（％）

（％）

都市の価値を高めるために重要なもの

公共公益施設の建設や整備の考え方
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第Ⅰ章　まちづくりの課題

●これまで以上に防災と防犯への対応が求められ
ます。

・	本市が位置する地域は、東海地震、南関東地震、神奈

川県西部地震による被害の影響が懸念されます。緊急

時の対策と共に、事前の防災対策によって被害を軽減

させることが重要です。

・	日本の戦後の経済発展と社会構造の変化に伴い、「日

本は世界一安全で安心な国である」という神話は崩壊

しつつあります。平成19年における神奈川県の街頭犯

罪認知件数※は全国で第5位です。高齢者が増加する

なか、犯罪の不安のないまちづくりが必要です。

●新しい社会ニーズの芽生えがあり、この機会を捉
えることのできるまちづくりが望まれます。

・	今後、職場から地域に生活の場が戻る団塊の世代※の

多くは、コミュニティ※や地域経済、文化などの活性化

に幅広く寄与することが期待されます。市内には、たく

さんの市民活動団体が活動しており、そのうち、ひらつ

か市民活動センターに登録している団体は、約270団

体あり、こうした団体への参加を含め社会参画の機会

を広げることなどが望まれます。

・	インターネット社会の急速な高度化は、市民の交流

機会を高めると共に、顧客拡大の機会をもたらし、性

別・年齢・資金力などに関わらず新たなビジネスチャ

ンスが生まれています。地域においても様々な「生き

方」を選択できる社会の到来が期待され、新たな視点

から地域社会における環境整備が必要です。

（5）	厳しくなる財政〜「選択と集中」という考え方の取り込み〜
●厳しくなる財政のなかでは、特に必要なモノを選

んで集中的に実施する必要があります。

・	本市のまちづくりは戦災復興から改めてスタートし、

公共建築物の多くは昭和30年代後半に建設され、今

後更新の時期を迎えます。これからも道路や公園など

都市基盤の「新設」の必要があるなかで、既存の基盤

施設の「改修」という二重の課題にどう対応するかが

課題となります。

・	本市の一般会計における財政規模は、ここ数年は

700億円台で推移していますが、今後は少子高齢化

に伴う扶助費の増加などにより、歳入と歳出の不均衡

が生じ、財政状況はさらに厳しくなることが予想され

ます。このため、限られた財政状況でまちづくりを進

めなければならず、「選択と集中」という考えのもとで、

特に必要なモノを選んで集中的に実施する必要があり

ます。
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●まちづくりの分野別の主な課題は以下のとおりです。

詳細は「第Ⅳ章 分野別の方針」に示します。

Ⅰ.2  まちづくりの分野別の課題	

まちづくりの分野別の課題

（1）土地利用に関する主な課題
●良好な市街地環境を形成するための土地や建物

に関する規制・誘導

●さがみ縦貫道路開通による新たな産業立地のため

の土地の確保

●大規模施設の移転への対応

（2）道路と交通に関する課題
●東西方向の道路整備、局所的な渋滞箇所の円滑化

●バス交通の改善及び利用の推進、既設鉄道路線の

乗り入れ、新しい公共交通の導入検討、地域交通の

確保

●生活道路整備、安全な歩行者環境整備、自転車利

用環境整備

●平塚駅の交通結節機能の改善と駅周辺の交通環

境の改善

（3）住まい環境に関する主な課題
●老年人口の増加と生産年齢人口の減少への対応

●居住環境を高めるための市街地環境整備や土地

利用などの規制・誘導の推進

●戸建て住宅の余剰への対応

●利用の仕方に対応した公共公益施設の適正な配

置・整備・運用

（4）産業環境に関する主な課題
●中心商店街の活性化のための支援

●工業の保全と活性化のための支援

●農地の維持及び保全と農業の活性化のための支援

●海業※の活性化のための支援と新港周辺の立地性

の活用

●観光化や交流による産業の活性化

（5）景観とみどり・水辺に関する主な課題
●新たなしくみによる景観の推進

●利用の変化を踏まえた公園の整備と管理の工夫

●みどりと水辺の充実

●自然や拠点をつなぐみどりのネットワークづくり

●平塚駅周辺のみどりの工夫

（6）環境と自然に関する主な課題
●自然環境の保全

●大気汚染や騒音・振動、悪臭、水質汚濁などの都

市環境、生活環境の改善

●ごみ処理の広域化を含めた総合的な施策

（7）安心安全に関する主な課題
●交通バリアフリー※やユニバーサルデザイン※の

推進

●都市防災対策の推進

●街なかの犯罪への対応


